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「オリンピック・パラリンピックを通して」 
 

夏休みが終わり、９月１日から２学期がスタートしましたが、しばらく雨の日が続いた

ことで、暑さもだいぶ和らぎ、少しずつ秋の気配も感じられるようになりました。学校周

囲の草木も変わり始めますので、これからは秋の自然観察などを楽しみたいものです。 

さて、この夏は東京オリンピック・パラリンピックが開催され、多くの競技は無観客で

行われましたが、連日の日本チームのメダル獲得に盛り上がりました。テレビなどでは、

多くの番組で試合を中継したり、結果などの情報を伝えたりしていたので、子どもたちが

観る機会も多かったのではと思います。選手が頑張っている様子、あきらめない姿勢、息

の合ったチームプレーなどから、多くの感動を得ることができました。 

金メダルを取ったソフトボールですが、ピッチャーの上

野選手は、「受けてくれるキャッチャーがいるから心強か

ったし、バックに守ってくれる仲間がいるから孤独じゃな

かった」と話しています。チームで協力したから今回の素

晴らしい結果が得られたということです。そして、女子バ

スケットボールは初めての銀メダルを取りました。他のチ

ームより平均身長が低く不利な状況であっても、協力し合

い、一人ひとりが持ち味を出し切れば、勝てるということ

が分かったのではないでしょうか。 

金沢養護学校の子どもたちも、一人ひとり様々な強みを

持っています。仲間が力を合わせることで、やって良かったと思える結果が得られるはず

です。今後いろんなことにチャレンジしてもらいたいと思います。 

また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のために、行動に制限があり、子ども

たちも外出をしたり、友だちと遊んだりする時間を持つことができない状況が続いていま

す。感染者の増加が激しいため、「医療崩壊」が心配されますが、この危機的な状況を乗

り越えるためにも、今は我慢の時であることを理解してほしいと考えます。 

個人の基本的な感染予防策としては、「三つの密」の回避、マスクの着用、手洗い等を

徹底することが大事です。自分がかかってしまうと周りの人にも感染を広げてしまう可能

性があります。不要な外出を控え、できる限りの感染防止対策を心がけていかなければな

りません。 

いつ誰が感染してもおかしくない状況にあります。感染した人に責任はありません。周

りに感染した人がいても絶対に責めたりしないようにお願いします。子どもたちには「笑

顔と、やさしい心、かなざわ」という言葉を常に意識するように伝えています。誰にとっ

ても居心地のいい、安心・安全な学校でありたいと考えます。よろしくお願いします。 

 

校長  福田 裕志  

 

笑顔と やさしい心 

かなざわ 



今号は、「教材教具展」及び「第45回髙島屋ふれあい作品展」の紹介です。 

 

教材教具展 ７月26日から29日まで （支援スペースにて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 45回髙島屋ふれあい作品展 ８月 25日から 30日まで 

８月25日（水）から30日（月）まで、横浜髙島屋にて、「ふれあい作品展」が開催され

ました。本校を含め、保土ケ谷養護学校、みどり養護学校、横浜障害者地域作業連絡会、

津久井やまゆり園芹が谷園舎の５団体が参加しました。写真は一部ですが、作品展の様子

をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボタンの教材 

数の学習 スイッチ教材 

紙すき 様々なプットイン教材 

 本校の教員が手作りした教材を展示

し、アイデア等の共有を行いました。 

今年度も夏季公開講座が中止とな

り、校内の教員のみで行いました。 

授業で作った作品が素敵

に展示されました！！ 


